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2017年春、東武鉄道新型特急車両「Ｒｅｖａｔｙ」が 

「特急リバティ会津」として乗り入れます！ 

 

 

野岩鉄道（本社：栃木県日光市藤原）では、2017年春に東武鉄道の新型特急車両「500系」の乗り入れが決

定しておりましたが、この度、特急列車の愛称名が「特急リバティ会津」（車両愛称「Ｒｅｖａｔｙ」）に決定

しました。 

「特急リバティ会津」は東武鉄道の起点である浅草駅から、途中下今市駅にて列車を併結・分割し、野岩

鉄道を経由して、会津鉄道会津田島駅まで乗り入れます。車両編成は、浅草～下今市間が６両、下今市～会

津田島間は３両となります。 

特急車両は、車体動揺防止制御装置（アクティブサスペンション）が搭載され、振動が抑制されることで乗り

心地が向上するほか、Ｗｉ－Ｆｉ環境の整備やＡＥＤ・医療支援器具の搭載、車いすスペース・車いす対応トイ

レの設置等により、サービスの向上とバリアフリー化が図られ、快適な車内環境が整っております。 

当社では、「特急リバティ会津」の乗り入れにより、首都圏から、川治温泉、湯西川温泉、塩原温泉と

いった日本有数の温泉地を有する野岩鉄道沿線にとどまらず、裏磐梯や大内宿、鶴ヶ城など魅力ある観光

スポットを有する会津エリアへのさらなる誘客を図るとともに、なお一層のサービス向上に努めてまいり

ます。 

 なお、特急車両の概要については、別紙のとおりです。 

 

 

 

   

【この件に関するお問い合わせ】 

 
野岩鉄道「やがぴぃ」 

リ バ テ ィ 

野岩鉄道会津鬼怒川線を走行する「特急リバティ会津」（イメージ） 

野岩鉄道株式会社 

総務部総務課 

TEL 0288-77-3300 

FAX 0288-76-0819 



【別紙】 

 

        

△「ＴＯＢＵ ＦＲＥＥ ＷＩ－ＦＩ」ロゴ               △座席コンセント設備 

 

 

       

△座席テーブル（前座席背面部分）               △座席テーブル（肘掛け部分） 

 

 

   

  △車いす対応およびオストメイト付多機能トイレ（イメージ）         △車内デッキ部（イメージ） 

 

 

 

【画像・情報提供：東武鉄道株式会社】 



【参考資料】 

東武鉄道 新型特急車両「５００系」の車両愛称名について 

 

１ 車両愛称名について 

（１）車両愛称名 「Ｒｅｖａｔｙ（リバティ）」 

（２）コンセプト  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ ロゴマークについて 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ◆「Ｒｅｖａｔｙ」の頭文字である「Ｒ」を、様々な色の三角形を複数組み合わせることによってデザイン

しました。三角形は、３両固定編成を併結・分割し、広域な路線をシームレスに運転する多様さを表現し

ています。 

 ◆それぞれの三角形には、車両のエクステリア色と調和する色を採用し、ロゴマークに立体感を演出してい

ます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

△車両側面ロゴマーク配置（イメージ）                  △走行イメージ 

【画像・情報提供：東武鉄道株式会社】 

 「５００系」車両の最大の特徴である併結・分割機能を活かし、多線区で様々な運行を行う

「多様性」を表現するとともに、響きが良く覚えやすい短い言葉にすることで、末永く愛され

続ける愛称名としました。 

【キーワード】 

① 「Ｖａｒｉｅｔｙ」：多様、さまざまな 

→併結・分割機能を活かした多線区での運行 

→文字の並び順を変えると ｒ〔ｉ〕ｅ・ｖａ・ｔｙ  

② 「Ｌｉｂｅｒｔｙ」：自由 

  →東武鉄道の路線を縦横無尽に走り回る自由度の高さ 

Ｒｅｖａｔｙ
リ バ テ ィ

 


